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令和５年度第１回地域学校協働活動推進委員会会議録

１ 日 時 令和５年 12 月 21 日（木）午前 10 時から午前 11時 30 分まで

２ 場 所 狛江市役所防災センター401・402 会議室

３ 出席委員 波瀬委員長、角田委員、内海委員、櫻井委員、塚越委員、大山委員、吉田委

員（統括コーディネーター）、鷲見委員、工藤委員、植木委員、松岡委員、鎌谷

委員 順不同

欠席委員 冨田委員

オブザーバー 住友地域コーディネーター、石谷地域学校連携支援マネージャー

事 務 局 上田調整担当理事、須藤係長

４ 議 題

（１）本部の取組について

・事務局報告

・統括コーディネーター報告

・地域コーディネーター報告（令和５年度放課後学習室）

（２）コミュニティ・スクールの現状について

（３）その他

５ 資料

資料１ 狛江市地域学校協働活動推進委員会委員名簿

資料２ 令和５年度（前期）地域学校協働活動報告

資料３ 狛江市地域学校協働活動推進事業メニュー（市ーコーディネート分）令和６年度新

メニューについて（予定）

資料４ 狛江市における地域学校協働活動紹介（案）

資料５ 狛江第五小学校放課後学習室（前期）活動報告

資料６ コミュニティ・スクール通信

資料７ 令和４年度第２回地域学校協働活動推進委員会会議録

（参考）ガク☆チキ（第 15 号）

令和４年度作成「しごと場訪問動画」リーフレット及び副読本

６ 会議の結果

開会

・委員長より挨拶
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・事務局より配布資料の確認

・委員、事務局、オブザーバーによる自己紹介

議題（１）本部の取組について

・事務局報告

・統括コーディネーター報告

・地域コーディネーター報告（令和５年度放課後学習室）

事務局が資料２及び資料３、吉田統括コーディネーターが資料４、住友地域コーディネータ

ーが資料５に基づき、本部の取組について説明を行った。

●質疑

○委員

第一育成委員会でも大学生を活用しているが、予算はどうなっているのか。次年度も続け

るのか。

○事務局

大学生は、狛江市地域学校協働活動推進事業実施要綱第８条第１項に基づき学習支援

員として位置付け、１時間あたり 1,050 円の単価と定められている。今年度の執行状況を考え

ると、次年度についても不足は発生しないと考えている。

○委員

補足だが、学習支援員は大学生に限らない。実際に勉強を教える大学生の学習支援もい

れば、運営スタッフとして活躍する大人の地域人材もいる。

○委員

放課後学習室はいい取組だと思うが、地域差が生じてしまうのではないか。

○委員

学校の事情や、地域コーディネーターの考えによって地域差は生じる。

○委員

例えば、新たに PTA などの支援でこのような取組をすることはできるのか。予算はあるのか。

○事務局

地域学校協働活動推進事業として位置付ける取組とするのであれば、地域コーディネータ

ーによるコーディネートが必要だが、そこに PTA が支援していくことは可能と考える。また、予

算については、規模によっては予算が不足する可能性があるので、お早めにご相談いただ

きたい。

○委員

出前授業について、愛光女子学園による法教育及びアサーション・トレーニングが新たに

追加されるとのことだが、とても興味深く、現在警察等と実施しているセーフティ教室もこのよう
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な内容のものができたらよいと感じた。

議題（２）コミュニティ・スクールの現状について

石谷地域学校連携支援マネージャーが資料６に基づき、コミュニティ・スクールの現状につ

いて説明を行った。

●質疑

○委員

コミュニティ・スクール通信について、狛江第五小学校では学校だよりで紹介したとのことだ

が、全校でも PR をしているのか。

○委員

校長会で、全校に対し、学校だより等での周知をお願いしている。しかし、対応できていない

学校もあるだろうと思う。なお、配布しているガク☆チキにもコミュニティ・スクール通信のQR コ

ードが貼ってあるため、ぜひご参照いただきたい。

○委員

ボランティアという観点でお話させていただくと、狛江市市民活動支援センターでは、来年度

は、情報発信に力を入れたいと考えている。「有償でこんなボランティアがあります」といったよ

うなボランティア募集を、多くの方に知ってもらえるよう、一緒にできればと考えている。

議題（３）その他

○委員長

地域学校協働活動推進事業に関連して、部活動の地域連携についての状況はいかがか。

○委員

現在は、国の実証事業として、一部の部活で取組を進めている。指導者の確保や、保護

者の費用負担、子どもの活動機会の確保など、課題も含め検討をしている。地域の方々のお

力をいただければと思う。

○委員長

最後に事務局から、連絡をお願いする。

○事務局

次回の推進委員会は、３月に年度末報告として実施予定のため、改めて日程調整をさせ

ていただく。

閉会


